第３回学校適正配置温海地域検討委員会　会議概要
○　日　　時　　平成２５年１１月２６日（火）　午後７時～８時３０分
○　会　　場　　温海庁舎　大会議室
○　次　　第　　１．開　会

　　　　　　　　２．挨　拶
　　　　　　　　３．議　事
　　　　　　　　　（１）報告

　　　　　　　　　　　　①学校適正配置の検討状況

　　　　　　　　　　　　②各懇談会からの報告

　　　　　　　　　（２）協議
　　　　　　　　　　　　①地域検討委員会としてのとりまとめ

　　　　　　　　　（３）その他
　　　　　　　　　　　　①学校適正配置の今後の進め方

　　　　　　　　４．閉　会

○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　２人

○　審議事項
（１）報告
　　　①学校適正配置の検討状況

　　　　（事務局説明）
　　　　　・鶴岡市全体における学校適正配置の進捗状況と温海地域の現況について説明
　　　　（質疑・意見）

　　　　　・特になし

　　　②各懇談会からの報告

　　　　（五十川小学校区懇談会からの報告）

　　　　　　五十川小学校区としては、集落単位も含めて懇談会を７回開催した。全ての住民が討議に参加してもらうため、平成２５年４月に五十川集落においてアンケートを実施し、５月には学区内の保育園と小学校の保護者にもアンケートを実施した。
　　　　　　五十川集落のアンケート結果は、保護者の場合、平成２８年４月の統合に賛成が９名、反対が４名、検討委員にまかせるが４名であった。保護者以外の場合は、賛成２０名、反対１４名、検討委員にまかせるが３２名であった。
　　　　　　保育園と小学校の保護者のアンケート結果は、賛成３２名、反対１５名で賛成が多かった。
　　　　　　五十川小学校区懇談会の結論としては、保護者の意見を重視し、また保護者以外の住民も統合に賛成している状況を踏まえて、温海小学校と平成２８年４月統合に合意ということで報告する。
　　　　　　なお、これから進める中で、通学路の問題や校舎をどうするかなどについては、次の統合準備委員会で十分に話し合っていただきたい。
　　　　（山戸小学校区懇談会からの報告）
　　　　　　平成２５年３月に戸沢集落、山五十川集落それぞれの通常総会において、統合に関する地元意向として、懇談会での話し合いの結果と集落役員の会議の結果を尊重することを確認した。その後、７月の第３回懇談会、８月の小学校・保育園の保護者の話し合いを経て、９月の第４回懇談会で平成２８年４月に温海小学校と統合することを決定した。
　　　　　　さらに、９月末から１０月末にかけて山五十川・戸沢の各集落に懇談会や各地区役員会での結果を報告し、理解を図った。

　　　　（福栄小学校区懇談会からの報告）

　　　　　　前回の地域検討委員会以降、福栄小学校区では会議を開催していない。福栄地区では、小学校・保育園の保護者の意見に従うことで懇談会を進めた。前年度の段階で結論（統合しない）が出たと捉え、今年度は話し合いを行っていない。
　（２）協議
　　　①地域検討委員会としてのとりまとめ
　　　　（事務局説明）

　　　　　・地域検討委員会としての結論を出すにあたっての今後のスケジュール等を説明。
　　　　（各懇談会からの報告及びとりまとめへの質疑・意見）

・（今回福栄小は統合しないという結論だが）２８年度以降も統合の話は出てくると

思うが、その時に再度検討するにあたって、教育委員会としては望ましい教育環境という面で複式学級はだめと考えているのであれば、見解を示していただきたい。
　　　　　・統合が決定した学校のうち、朝日中学校区で２段階の統合となっているが、その経過について説明いただきたい。
　　　　　・統合することにした地区と統合しないとした地区があるが、この地域検討委員会ではどのように意見をまとめるのか。

　　　　（事務局の回答）
　　　　　・これまでも小規模校、大規模校のメリット・デメリットについては説明させていただいているが、複式学級を否定するものではないことはご理解いただきたい。複式学級であっても、先生方の努力等で子どもたちもしっかりと成長している。教育環境としてより適正な規模での学習を目指したいという計画に基づいて進めている。
　　　　　・朝日地域の２つの小学校区とも統合はやむを得ないとの結論に至ったが、一方ではできる限り早く統合したいとの保護者の要望があり、もう一方では時間をかけて統合に向いたいとの意向であった。地域検討委員会ではそれぞれの地区の考えを尊重するとの結論になり、教育委員会としても了承した。
　　　　　・２つの地区が統合に賛成なので、反対の地区も統合してくださいというものではない。最終的には、３つの懇談会のそれぞれの考え方による。
　　　　（協議のまとめ）
　　　　　・本日の各懇談会からの報告と協議を受けて、１２月に温海小学校区への説明会を行い、次回の地域検討委員会において最終の結論をとりまとめる。
（３）その他

①学校適正配置の今後の進め方

　　　　（事務局説明）
　　　　　・統合相手校となる温海小学校区への説明会について説明。
　　　　　・統合準備委員会について説明。
　　　　（質疑・意見）
　　　　　・福栄中が閉校してから１０数年経つが、関連施設も含めてかなり荒廃している。今後の対応は。市では、地元で利用策を考えて活用してほしいというが、先に市で考えてもらいたい。
　　　　　・福栄小もこのままでは児童数は少なくなっていくと思われ、鼠ヶ関小も何年後かに複式学級が発生する。温海地区では将来小学校は１校という方向性はあるのか。
　　　　　・統合準備委員会の委員の人数について、各小学校区からの選出される委員はどのくらいなのか。
　　　　　・福栄小は統合しないこととしたが、施設整備はきちんとしていただきたい。
　　　　（事務局の回答）

　　　　　・福栄中学校の跡地等は、危険度の高いものから順次解体している。今後も、利活用というよりは主に解体という形で対応していきたい。（温海庁舎）
　　　　　・１年間に生まれる子どもが、市全体で１千人を切り、温海地域では４０数人という状況なので、将来的に地域１校ということは今後の課題の一つとなっている。ただ、その時期については具体的に出されていない状況である。
　　　　　・統合準備委員会の構成は、学校規模等に関わらず、ＰＴＡや地域代表から何名という形で、各部会１０名から１３名程度を予定している。学校部会は校長、教頭、教務で構成している。
　　　　　・学校の不具合な箇所については、学校の規模等に関わらず、限られた予算の中で優先順位等を見極めながら修繕等をおこなっており、今後とも同じ考え方で進めさせていただきたい。
